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• 主要点リスト、成果出⼒、各種座標計算、各種応用計算の計算書を
Microsoft Excelへ直接転送する機能を追加しました。

土木設計ソフト APS-21シリーズ

株式会社エムティシー

APS-MarkⅣ Win ／ APS-RL Win 追加機能

• 主要点計算（線形管理）の⼊⼒⼩数点以下桁数を8桁に変更できま
す。

• システム共通設定に縦横断現況線の再生成に関する設定を追加しまし
た。

• 表マスタ登録で、線形図、縦断図、横断面計算等に挿⼊する表題の罫
線に斜め罫線を追加しました。

• 巾杭計算の巾杭名称生成機能で、記号と番号との間のピリオドの有無
を設定できるようにしました。

• 成果出⼒、各種座標計算等で計算結果として表示するイメージ図の用
紙サイズを設定できるようにしました。

OP-PLAN ／ APS-RL Win 追加機能

• 線形上に橋梁区間、トンネル区間を設定し、3D Viweに簡易な構造物
形状を表示できるようになりました。また、設置した構造物は⾛⾏シ
ミュレータ（OP-ROAD）での表示、縦断図（OP-PROF）の旗上げ設
定に使用できます。

• 同一線形において複数の横断面がある場合、全ての横断面を図化する
ようにしました。

一括出⼒追加

一括出⼒追加

 

• 道路構造令の解説と運用（H27.6）P.377 図3-49に対応しました。
但し、バージョンアップ後も以前の計算結果が保持されますので、す
りつけ条件を再確認して下さい。

• 円―円のS型背向区間で横断勾配0%の前後のすりつけ率が変化しな
いように計算するようにしました。

• 線形検討ウィンドウ下部の情報表示部に片勾配すりつけのすりつけ率
の表示を追加しました。

• 検証ツールの座標旗上げ等の測点表記にNO./STAを含む設定を追加
しました。

• 検証ツールの座標旗上げを用いて横断幅員、平⾏線上の座標に旗上げ
したときの測点を対象要素の起点からの距離ではなく、測点（CL上）
を表示できるようにしました。

変更前 変更後

変更前 変更後

• 検証ツールの直線作成に「円円接線」「点円接線」「点要素垂線」を
追加しました。

• 検証ツールでの作図時に選択した画層ごとに表示のON/OFFを選択で
きるようにしました。

※ OP-SECTでも同機能を実装しました
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  道路･鉄道線形計画システム「APS-MarkⅣ Win」 Ver11.5 ⇒ Ver12.0  バージョンアップ費用 120,000円（税抜き）
  線形システム「APS-RL Win」 Ver9.5 ⇒ Ver10.0  バージョンアップ費用 120,000円（税抜き）
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■ 製品に関するお問い合わせは

株式会社エムティシー
本社 TEL：03-5396-0521 FAX：03-5396-0525
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OP-PROF 追加機能

• 区間旗上げ、測点旗上げにOP-PLAN／APS-RL Winで設定した橋梁・
トンネル区間を引用できるようにしました。

• 測点旗上げに設定できる構造物にボックスカルバートを追加しまし
た。

• 縦断図を開いた状態で、線形を変更した時に再読込を⾏うようにしま
した。

• 設定画面の縦断図イメージの表示範囲を設定できるようにしました。
• 標高目盛りに補助線の設定を追加しました。
• 縦断勾配帯の勾配の標高を丸めてから再計算した勾配で出⼒する設定

を追加しました。
• 図面（ページ）単位に表題の有無を設定できるようにしました。
• 旗上げ設定のテキストを一覧形式で⼊⼒できるようにしました。
• 始終点旗上げにテキスト７、８を追加しました。
• 帯に出⼒する文字の重なりの⾃動回避処理を⾒直しました。
• 拡幅すりつけ図で中心シフトの出⼒設定および拡幅量を合計で出⼒す

る設定を追加しました。
• 曲率図で円区間の線形要素を出⼒しない設定を追加しました。
• 平面曲率図でスケールを考慮せずに出⼒する設定を追加しました。

• 平面曲率図のIP諸元に出⼒する項目の設定を追加しました。
• IP名称、交角、曲線⻑（緩和区間含む・含まない）、外線⻑、接線

⻑、SP測点、半径

• ボックスカルバートの他に、
円形、四角、橋台、橋脚、任
意構造物の設定に対応してい
ます。

OP-SECT 追加機能

• 表示設定に「測点文字を省略」「寸法文字の位置を横断幅員寸法の上
に固定」設定を追加しました。

• 表題の出⼒の有無を追加しました。
• 図面出⼒ウィンドウで図表の移動時に、移動された横断面を再作図す

るようにしました。
• 横断線と対象路線との交角が薄いとき（10度以内）の場合、対象線形

の横断面を出⼒せず、CLとFHのみとしました。

OP-ROAD 追加機能

• OP-PLAN／APS-RL Winで設定した橋梁・トンネル区間の構造物形状
を表示できるようにしました。

• 横断現況線の⾃動延⻑部分（横断現況線が足りないとき水平に延⻑さ
れる部分）の出⼒を追加しました。

• 横断図にグリッド線を出⼒できるようにしました。

• 作図条件に「路面高をFHのみとする」「巾杭離れを中心線からの距
離にする」設定を追加しました。


